
■沿岸域資源論

「人と魚と水の関係」から
資源について考える

沿岸域資源論は、資源を自然そのものとして捉えるの
ではなく「人と魚と水の関係」として捉えて、資源の持
続的利用とそれによる沿岸地域社会の発展について考究
しています。

漁業をはじめ、釣り、ダイビング、ホエール・ウォッ
チング、環境保護活動等に着目し、それぞれの「人と魚
と水の関係」を規定している生物の生態的特徴、人間の
価値認識、そして自然−人間−社会の関係を統合的に把
握することを重視しています。

■国際海洋政策

国際的に関心が高まっている
漁業や海洋問題を分析

漁業や海洋をめぐる問題は、近年国際的に大きな注目を集めて
います。例えば捕鯨問題を含む海洋生物資源の保存と管理、海洋
酸性化や気候変動、生物多様性の保存、海洋保護区などがマスコ
ミでも取り上げられて来ています。

授業では、これらの問題を公共政策の視点から学際的に分析
し、問題の背景を探ります。また、最新の状況をリアルタイムで
解説し、関係する要因や解決策はどこにあるのかを考えます。

研究室
（栃木県のミヤコタナゴ保護活動への参加）

実習風景
（沖縄県の赤土流出防止活動への参加）

国連持続可能な開発会議（2012 年）での海洋をめぐる議論の現場

海女を対象とした実験の様子

■スポーツ生理学・環境生理学

海洋におけるヒトの活動を
人体生理学から支える

素潜りで水深 100m 以上潜るエリートダイバーに、近赤外線
センサーを装着して潜水中の血液の流れを計測したところ、脳に
血液が集まってくる現象が観察されました。この現象は、これま
でイルカ等で確認されていましたが、ヒトにおいては世界で初め
ての発見でした。

このような潜水に関する人体生理学を中心に、高齢化が進む海
女の腰痛対策、水中での運動が脳の認知機能や自律神経系に与え
る影響などについて研究を行っています。

■海洋文学・環境文学

環境と人との関係性を資源と
その利用とは異なる文脈へと開く

当研究室では、文学作品に表れる海をはじめとする自然環境を
めぐる言説や表象を分析し、人々の想像力の中で自然環境がどの
ように構築され、どのように時代と関わっているのかなどを研究
しています。

海を含むより広い環境や生態系に着目する環境文学批評は、環
境に関する政策の立案や提言を行う上で必要な「環境的想像力」
の養成に不可欠な視点を与えてくれます。

イングランドの秘境、
セルボーン村

（高台からの風景）

18世紀イングランドの温室の再現
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